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令
和
5
年
度
の
全
道
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
、
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
た
。

 

講
師
に
、
ま
ず
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
後
の
世
界
と
日
本
」
と

題
し
て
、
兵
庫
震
災
記
念
21
世

紀
研
究
機
構
理
事
長
五い

百き

旗お

頭べ

真ま
こ
と氏
が
、
プ
ー
チ
ン
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
今
後
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
を
解
説
さ
れ
た
。

 

次
に
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
田た

崎ざ
き
史し

郎ろ
う
氏
に
よ
る
「
日
本

政
治
の
舞
台
裏
」
に
つ
い
て
、

政
治
取
材
歴
43
年
余
り
の
豊
富

な
取
材
経
験
を
通
じ
、
今
の
政

界
の
舞
台
裏
、
今
後
の
政
治
情

勢
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

指
し
て
い
る
。

問問
こ
の
交
流
施
設
の
中
に
災
害

時
の
避
難
所
と
防
災
備
蓄
庫
整

備
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

町
長

本
施
設
は
高
齢
者
や
乳

幼
児
等
の
要
配
慮
者
な
ど
が
利

用
す
る
福
祉
避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
防
災
備
蓄
は
そ
れ
ら
の

避
難
所
利
用
者
が
必
要
と
す
る

数
量
に
留
め
、
一
般
町
民
が
使

用
す
る
た
め
の
防
災
備
品
は
別

の
場
所
に
、
備
蓄
庫
を
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
防
災
備
品
を
保
管
し

て
い
る
防
災
備
蓄
庫
は
、
施
設

の
老
朽
化
が
著
し
く
、
早
急
に

新
た
な
防
災
備
蓄
庫
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。　

　
今
後
、
補
正
予
算
で
庁
舎
敷

地
内
に
防
災
備
蓄
庫
を
整
備
す

る
た
め
の
検
討
を
進
め
た
い
。

問問
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
温
浴

施
設
の
老
朽
化
の
問
題
を
考
え

る
と
、
一
年
で
も
早
い
拠
点
の

建
設
が
望
ま
れ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

町
長

今
後
、
担
当
者
が
町
内

の
各
年
代
層
で
話
を
聞
き
な
が

ら
庁
舎
内
で
も
協
議
し
、
拠
点

整
備
構
想
の
概
要
を
常
任
委
員

会
に
示
し
て
い
き
た
い
。

　
聞
き
取
り
や
、
そ
れ
ら
の
協

議
経
過
が
早
け
れ
ば
一
年
で
も

早
く
と
い
う
形
は
実
現
可
能
と

考
え
る
。

謝
状
の
贈
呈
を
も
っ
て
、
幌
延

町
の
表
彰
対
象
者
に
な
る
規
定

は
な
い
が
、
道
と
町
と
の
類
似

性
を
考
慮
し
、
今
後
は
表
彰
対

象
者
と
す
べ
き
か
検
討
し
た
い
。

問
北
海
道
の
防
災
会
議
で
、
最

問
北
海
道
の
防
災
会
議
で
、
最

大
津
波
の
到
達
時
間
を
考
慮
し

大
津
波
の
到
達
時
間
を
考
慮
し

日
本
海
側
を
最
優
先
す
る
と
の

日
本
海
側
を
最
優
先
す
る
と
の

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
幌
延
町

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
幌
延
町

に
も
サ
ロ
ベ
ツ
断
層
帯
が
あ
り
、

に
も
サ
ロ
ベ
ツ
断
層
帯
が
あ
り
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震

も
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

も
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
防
災
対
策
を
検
討
し
て

よ
う
な
防
災
対
策
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

い
る
の
か
。

町
長

新
た
に
配
置
さ
れ
た
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、

避
難
訓
練
や
防
災
に
関
す
る
勉

強
会
の
開
催
を
行
い
、
町
民
の

防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

問
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
耐
震

問
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
耐
震

化
対
策
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

化
対
策
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

地
震
が
発
生
し
た
場
合

の
避
難
所
は
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
る
。

問問
畜
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は

調
査
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

畜
舎
は
補
助
事
業
で
建

て
た
も
の
は
建
築
基
準
法
に
基

づ
い
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ

以
前
の
畜
舎
は
農
協
と
も
相
談

し
な
が
ら
、
調
査
の
実
施
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

問
各
表
彰
式
が
隔
年
ご
と
に
行

問
各
表
彰
式
が
隔
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
。

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
。

町
長

隔
年
に
な
っ
た
の
は
昭

和
53
年
か
ら
で
、
表
彰
対
象

者
の
減
少
や
、
職
員
の
事
務

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
当

時
の
表
彰
審
議
会
に
お
い
て

協
議
し
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

問
北
海
道
知
事
か
ら
の
感
謝
状

問
北
海
道
知
事
か
ら
の
感
謝
状

を
受
領
者
方
は
、
町
の
６
種
類

を
受
領
者
方
は
、
町
の
６
種
類

あ
る
表
彰
条
例
に
該
当
し
な
い

あ
る
表
彰
条
例
に
該
当
し
な
い

の
か
。
の
か
。

町
長

北
海
道
知
事
か
ら
の
感

佐�藤　忠�志
・
幌
延
町
表
彰
条
例
に
つ
い
て

・
災
害（
大
地
震・津
波
）に
対
す
る
防

災
対
策
に
つ
い
て

臨
時
会

第
1
回
幌
延
町
議
会

1
月
24
日

議
案
第
２
号

・
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
町
道
幌
延
北
進
線
道
路
改
良

工
事

深
澤
議
員
４
百
２
万
円
の
増

額
理
由
と
内
訳
は
。

角
山
産
業
建
設
課
長

産
業
廃

棄
物
の
処
分
に
関
し
て
数
量
的

に
取
り
壊
し
す
る
部
材
が
当
初

よ
り
多
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
、

直
接
工
事
費
98
万
円
、
運
搬
費

議 会 の 動 き
2月22日▶北留萌消防組合議会定例会

2月28日▶第3回まちづくり常任委員会

議会運営委員会

全員協議会

3月5日▶西天北五町衛生施設組合議会定例会

3月11日～3月13日▶第２回幌延町議会定例会

令和６年度予算審査特別委員会

3月25日▶幌延深地層研究センター350ｍ調査坑道公開見学会

4月3日▶幌延深地層研究計画　令和６年度調査研究計画説明会

4月3日▶議会報発行編集委員会

4月10日▶議会報発行編集委員会

用
88
万
円
。
路
面
ヒ
ー
タ
ー
準

備
費
用
47
万
円
増
、
諸
経
費
を

加
え
て
４
百
２
万
６
千
円
。

深
澤
議
員
路
面
ヒ
ー
タ
ー
を

使
用
し
な
い
時
期
に
合
わ
せ
て

発
注
で
き
な
か
っ
た
の
か
。　

角
山
産
業
建
設
課
長

路
面
ヒ

ー
タ
ー
は
北
海
道
の
冬
季
施
工

の
基
準
等
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

費
用
計
上
が
で
き
る
。

 

今
後
は
、
な
る
べ
く
早
期
発

注
で
き
れ
ば
費
用
も
下
が
る
の

で
、
留
意
し
て
事
業
を
進
め
た

い
。
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